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子ども家庭部保育課 

 

公立保育園の耐震化の状況について 

 

１ 耐震化の経過 

  小金井市が所有する防災上重要な公共建築物については、耐震改修促進法等に

基づき、耐震化が図られてきました。公立保育園については、小金井保育園及び

けやき保育園は新耐震基準（※１）で建築されています。建築基準を満たしてい

ない可能性のある、旧耐震基準（※２）で建築された、くりのみ保育園、わかた

け保育園及びさくら保育園は、耐震性能を評価するため耐震診断を行い、必要な

耐震性能を満たすように耐震補強工事が実施されました。 

 

２ 耐震化の状況 

  １で行われた耐震診断及び耐震補強工事においては、建物の耐震性能を表す指

標であるＩｓ値（※３）において、一般的に求められる基準であるＩｓ値０．６

に対して、用途係数（※４）１．２５を上乗せし、Ｉｓ値０．７５以上が目標と

されました。この基準の上乗せは、東京都の用いる構造設計指針に倣い、「大地

震後、構造体の大きな補修をすることなく建築物を使用できることを目的とし、

人命の安全確保に加えて機能確保が図られる」ことを目的としたもので、病院、

学校、図書館等に適用されています。 

くりのみ保育園、わかたけ保育園及びさくら保育園では、以下の表のとおり、

各施設で耐震補強工事が実施され、耐震基準を満たす結果となっています。 

 ＜耐震補強の実施状況＞ 

施設名 耐震補強工事 

実施年度 

補強前 

Ｉｓ値 

補強後 

Ｉｓ値 

補強後 

判定 

くりのみ保育園 平成１８年度 ０．５７ ０．７７ ＯＫ 

わかたけ保育園 平成２０年度 ０．６３ ０．８３ ＯＫ 

さくら保育園 平成２１年度 ０．７４ ０．８１ ＯＫ 

 
 （注釈） 

※１「新耐震基準」；昭和５６年６月１日に施行された建築基準法における耐震基準。震度６～７程度の大

地震でも建物が倒壊しないことを目的に、旧耐震基準よりも厳格化された。 

 ※２「旧耐震基準」；昭和５６年５月３１日までの建築確認において適用されていた建築基準法における耐

震基準。震度５程度の地震で建物が倒壊しないことが目的とされていた。 

 ※３「Ｉｓ値」；建物の耐震性能を表すための指標。 

震度６～７程度の地震に対するＩｓ値評価 

  Ｉｓ＜０．３ 倒壊または崩壊する危険性が高い 

  ０．３≦Ｉｓ＜０．６ 倒壊または崩壊する危険性がある 

  ０．６≦Ｉｓ 倒壊または崩壊する危険性が低い 

 ※４「用途係数」：東京都財務局「構造設計指針」において、施設の分類ごとに耐力の割り増しに用いる係数 


